
報
彙

蘇

　
　
　
○
史
學
研
究
會

　
三
三
　
四
月
二
十
日
（
土
）
午
後
一
時
よ
り
三
友
旧
館
に
於
て
開

催
、
左
の
講
演
が
あ
っ
た
。
午
後
五
時
閉
會
。

　
一
、
上
代
日
本
の
甲
冑
　
　
，
　
　
　
　
　
末
永
　
雅
雄
氏

　
我
國
上
代
甲
冑
の
名
穗
、
源
流
よ
り
、
甲
冑
個
々
の
説
明
あ
り

最
後
に
後
代
甲
胃
へ
の
推
移
と
影
響
、
式
正
鎧
の
成
立
を
述
べ
ら

れ
た
。
三
三
甲
系
短
甲
系
甲
冑
の
爲
眞
を
配
布
し
て
説
明
せ
ら
る

る
塵
が
あ
っ
た
〇

　
一
、
麿
紗
本
庸
令
の
…
強
力
　
　
　
　
　
那
波
利
貞
氏
葺

本
誌
論
文
参
照
。

　
　
　
○
西
洋
史
護
書
會

　
菅
原
憲
氏
…
送
別
曾
　
久
し
く
三
高
教
授
に
し
て
叉
吾
讃
書
簡
の

大
先
回
た
る
菅
原
憲
氏
が
今
回
盗
北
帝
國
縁
故
に
御
筆
縛
に
な
ら

れ
る
に
當
り
三
月
十
六
日
桃
園
亭
に
於
て
迭
別
會
を
催
し
菅
原
氏

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
三
號
　
　
六
四
〇

を
始
め
時
野
谷
、
原
、
那
波
諸
先
生
以
下
十
八
名
嵐
席
し
，
一
夕

氏
の
御
榮
縛
を
既
し
御
健
康
を
所
り
つ
Σ
羅
き
ぬ
名
残
を
を
し
ん

だ
。　

例
曾
　
村
田
、
井
上
爾
講
師
並
に
二
回
生
諸
君
の
歓
迎
會
を
兼

ね
五
月
二
日
午
後
六
時
孚
よ
り
三
友
旧
館
に
於
て
開
催
、
一
同
食

堂
に
於
て
晩
餐
を
共
に
し
た
る
後
別
室
に
於
で
左
の
回
書
紹
介
、

研
究
登
表
を
聞
き
十
時
三
三
。
出
席
者
時
野
谷
、
原
爾
三
三
、
鈴

木
、
村
田
、
井
上
三
講
師
を
始
め
二
十
九
名
。
’

一
　
U
Φ
三
。
。
9
③
＜
凶
Φ
箒
蕾
ぼ
ω
。
。
〇
一
三
障
（
b
ご
9

　
中
よ
り
　
　
　
　
．
　
　
文
學
士

一
、
切
Φ
畳
慧
吋
9
駐
の
事
な
ど
文
三
士

　
O
東
洋
史
談
話
會

＜
」
㊤
難
）
の

武
藤
醇
吉
氏

前
川
貞
次
郎
氏

．
東
洋
吏
懇
親
會
　
五
月
四
日
、
四
條
河
原
町
く
す
や
、
滲
會
者

那
波
助
教
授
外
十
七
名
。

　
第
四
十
五
回
例
會
　
五
月
二
十
一
日
（
火
）
樂
友
會
館
一
號
室
、

参
會
者
二
十
四
名
、

　
一
、
北
宋
時
代
の
茶
法
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
伯
　
　
富
氏

　
　
北
宋
初
期
の
茶
法
攣
遷
崩
壊
の
跡
を
軍
費
と
の
贈
答
に
於
て
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聖
代
商
業
上
に
於
け
る
豪
商
の
影
響
を
考
察
し
つ
つ
述
ぶ
。

一
、
後
漢
書
酷
吏
徳
に
就
い
て
　
　
　
　
宇
都
宮
清
吉
氏

酷
吏
傳
中
に
見
ゆ
る
大
豪
黒
棚
等
の
製
塩
の
祉
會
経
濟
上
に

於
け
る
位
置
を
考
察
し
、
地
方
に
反
宮
的
勢
力
を
張
っ
た
彼

等
と
官
僚
と
の
圖
箏
に
志
し
蓮
べ
後
漢
書
に
云
ふ
酷
吏
の
性

質
を
考
察
し
た
。

　
　
「
○
支
　
四
四
　
會

徴
迎
禽
　
四
月
二
十
七
日
於
翠
生
集
三
所

夫
盒
鋤
　
五
月
二
十
二
日
、
於
一
回
沼
館

　
一
、
義
の
概
念
の
展
開
　
　
　
　
　
　
西
田
長
左
衛
門
氏

　
一
、
東
方
に
於
け
る
ソ
グ
ド
人
の
活
動
　
　
功
田
　
亨
氏

　
一
、
理
想
州
の
詩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
虎
雄
氏

鹿
談
禽
（
狩
野
博
士
を
中
心
と
し
て
）
　
五
月
二
十
八
日
、
於
樂

友
會
館

○
地
理
學
談
話
會

五
月
例
會
　
五
月
四
判
午
後
｝
時
よ
り
陳
列
館
地
理
學
實
習
室
に

・
於
て
開
會
，
饗
會
者
二
十
七
名
、
左
記
の
研
究
襲
表
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
藁
　
　
　
報

一、

A
民
嚢
向
の
型
に
就
い
て
「
　
　
　
田
中
秀
作
氏

　
移
植
民
活
動
の
本
國
か
ら
他
地
方
へ
登
署
す
る
方
向
を
自
然

的
に
は
本
國
の
位
置
、
環
境
、
人
文
的
に
は
民
族
牲
、
順
磨
姓
、

入
口
的
歴
迫
、
登
接
地
の
摩
擦
、
抵
抗
等
を
考
慮
し
て
次
の
如

き
分
類
を
試
み
た
。
一
、
フ
エ
、
ニ
シ
ヤ
・
ギ
リ
シ
ャ
型
二
、
ロ

ー
マ
測
出
　
瓢
一
毫
モ
ン
ゴ
ー
ル
・
タ
タ
：
ル
刑
北
　
㎜
口
、
グ
ル
マ
ニ

ヤ
型
　
　
五
、
イ
ギ
リ
ス
型
…
　
六
、
二
だ
ッ
ボ
ン
二

二
、
リ
ッ
タ
ー
の
功
績
．
　
・
　
　
　
野
間
　
三
郎
君

　
リ
ッ
タ
ー
の
功
績
と
し
で
は
一
、
大
仁
に
初
め
て
地
理
學
の

講
座
を
設
け
た
こ
と
、
二
、
批
判
的
資
料
を
纂
礎
し
て
地
誌
を

編
ん
だ
こ
と
、
三
、
從
來
無
批
判
的
に
踏
襲
さ
れ
て
る
た
地
誌

を
脱
し
て
，
地
表
を
構
成
す
る
諸
要
素
が
有
機
的
な
關
聯
に
於

て
形
成
し
て
み
る
個
饅
と
し
て
の
地
域
を
認
識
す
る
に
努
力
し

た
こ
と
等
が
暴
け
ら
れ
る
。

三
、
先
史
時
代
に
於
け
る
探
鑛
冶
金
（
第
桶
報
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
　
忠
氏

　
世
界
に
於
け
る
銅
器
文
化
の
推
定
開
始
年
代
の
地
方
的
相
蓮

と
東
亜
に
於
け
る
銅
器
文
化
の
嚢
生
地
並
び
に
其
の
襲
能
州
向

　
　
　
　
　
第
．
二
十
徐
｝
　
第
一
二
號
　
　
　
山
ハ
四
｝
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藁
　
　
　
報

の
径
路
の
大
略
を
ば
現
在
の
銅
鑛
の
所
在
と
比
較
考
察
を
な
し

次
に
銅
の
二
野
技
術
に
先
聾
す
る
も
の
と
し
て
，
激
洲
に
於
け

る
新
石
器
時
代
の
燧
石
の
早
酢
技
術
の
獲
展
を
簡
軍
に
述
べ
た

　
　
○
京
都
帝
國
大
越
文
學
部
虫
學
科

　
　
　
本
選
年
講
義
題
目

國
　
　
更

普
通
西
田
敏
授

　
　
　
中
村
助
教
授

　
特
殊
西
田
三
三

　
　
　
牧
　
三
遠

　
　
　
喜
田
講
師

　
　
　
藤
　
講
師

　
　
　
黒
板
講
師

　
　
　
牧
野
講
師

　
　
　
藤
井
講
師

　
演
習
西
田
教
授

東
洋
史

普
通
　
勝
田
鎌
髭

國
史
概
説
（
第
哺
部
）

芸
事
概
説
（
第
二
部
）

日
本
三
世
文
化
と
三
道
思
想

日
本
法
制
史
r

古
代
史
の
特
殊
問
題

中
世
前
期
の
欝
欝

日
本
古
文
書
様
式
の
研
究

中
世
後
期
の
経
濟
生
活

明
治
維
新
史

現
時
に
於
け
る
國
史
の
諸
問
題

東
洋
史
概
説
（
第
一
部
）

侮
週

　
二

　
二

　
二

　
二

（
一
五
）

　
二

（
二
〇
）
、

（
三
〇
）

（
三
〇
）

　
、
二
匡

二

第
二
十
巻

　
　
、
那
波
主
業
裸

特
殊
三
田
事
様

　
　
那
波
助
敏
授

　
　
㌧
宮
崎
助
敏
授

　
　
梅
原
助
敏
授

　
　
鴛
淵
、
講
師

　
　
、
和
田
講
師

演
習
弱
、
田
野
授
囁

酉
洋
史

普
通

特
殊

　
第
三
號
　
　
　
轟
ハ
四
二

東
洋
史
概
論
（
第
二
部
〉

中
央
亜
細
亜
の
文
化
、

唐
代
の
庶
民
生
活

猛
撃
の
役
法
r

、
、
東
亜
考
古
學
（
金
厩
暗
代
以
後
）

清
朝
興
趨
史
、
r

明
代
制
度
史

東
洋
史
の
諸
問
題
〆

二
囁

二二二二

（
四
〇
）

（
三
〇
）

　
二

原
　
敏
授
　
西
洋
史
概
読
（
第
一
部
）
・
　
　
、
一
．
一
、
↑

時
野
谷
敏
授
弛
適
洋
史
概
説
（
第
二
部
）
　
　
　
．
」
ム

時
野
谷
欝
欝
・
第
＋
八
鐙
紀
の
英
國
　
　
　
　
二

原
　
教
、
授
　
復
興
期
の
精
紳
　
、
　
、
、
　
．
　
一

鈴
木
講
師
中
世
精
野
史
、
　
　
　
　
二

村
田
講
－
師
　
し
希
臓
文
化
の
黎
明
．
　
　
　
　
二

非
上
講
師
、
羅
馬
共
和
政
時
代
の
就
會
的
経
濟
了
、
黙
，

　
　
　
　
　
的
獲
展
　
　
　
一
　
　
　
　
　
’
二
滋

渡
田
敏
授
　
鰍
洲
考
古
學
（
羅
馬
・
諮
朦
時
代
）
二

（　ISS　）



演
習
時
野
谷
教
授

○
ゆ
パ
φ
。
。
卿
駕
。
毒
象
”
日
7
0
の
器
暮

図
郎
δ
b
霧
口
早
Φ
薮
Φ
。
。
o
障
｝
｝
Φ
一
り
け
『

O
g
葺
図

　
　
　
原
　
敏
授
　
ギ
リ
シ
ャ
精
紳
の
盤
面

山
田
研
究
法

　
普
通
　
原
（
随
）
敏
授
　
史
學
研
究
法

地
理
攣

　
普
通
　
石
橋
教
授
　
人
文
地
理
學
概
設
（
第
一
部
）

　
　
　
小
牧
助
教
授
嗣
上
（
第
二
部
）

　
　
　
中
村
（
新
）
敏
授
　
自
然
地
理
撃
概
設

　
特
殊
　
石
橋
教
授
　
水
上
交
通
地
理

　
　
　
小
牧
助
教
授
　
地
誌
學
の
諸
問
題

　
　
　
小
野
講
師
地
圖
學
・

　
　
　
春
本
講
師
地
形
墨

　
演
習
石
橋
敏
授

　
　
　
　
　
　
　
　
〉
内
外
地
誌
薯

　
　
　
　
小
牧
助
教
授

　
實
膏
石
橋
教
授
地
理
墨
實
習

考
古
學

　
　
　
　
藁
　
　
　
報

　．rm．A二唱　　　　　　　　　　ニ　　　　　　　　ニ　　　　　　　ニ　　　　　ニ　　　ニ　ニ扁二二

特三
遷通

演
習

實
習

濱
田
敏
授

瀧
田
敏
授

梅
原
助
教
授

村
田
講
師
．

濱
田
教
授

梅
原
助
数
授

副
科
目

中
村
助
教
授

藤
　
講
師

富
地
講
師

出
雲
路
講
師

戸
田
敏
授

那
波
助
教
授

宮
崎
助
教
授

畔
野
谷
敏
授

小
牧
助
教
授

考
古
累
概
説

駄
洲
考
古
學
（
羅
馬
希
騰
時
代
）

菓
距
考
古
學
（
金
騰
時
代
以
後
）

希
腰
文
化
の
黎
明

考
古
學
演
餐

考
古
畢
實
習

　　　　　　　　二　　　　　　　二　　　　　ニ　　　ニ　　ニニ

日
本
古
文
書
學
（
趾
寺
文
書
の
研
究
）
　
　
一

史
料
講
讃
（
公
家
法
制
史
料
）
　
　
　
　
　
一

日
本
選
舐
史
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
）

紳
滋
有
職
難
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

史
籍
講
讃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踊

同
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

支
那
地
理
謡
講
護
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

蜀
諺
犀
①
…
φ
o
げ
韓
臼
⑦
国
℃
0
3
①
5
臓
。
円

昌
。
自
2
①
鐵
○
霧
9
包
巻
①
　
　
　
　
　
　
　
　
一

（
曽
）
9
δ
窯
碧
Φ
“
0
8
磯
峯
℃
一
話
鳥
2

　
　
図
巴
冨
二
ρ
巳
ω
○
プ
9
津
　
　
　
　
　
　
　
一

第
二
⊥
丁
巷
　
　
第
三
號
　
　
　
六
四
一
工
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濱
田
敏
授

清
野
教
授

源
　
講
師

艶
月
講
師

　
　
報

（
σ
）
℃
罫
》
吾
○
切
”
ピ
5
¢
く
巽
α
窺
「
δ

考
古
學
洋
書
講
讃

入
類
墨
概
論
（
第
一
、
二
塁
期
）

藤
原
時
代
の
藁
術
（
哲
學
科
講
義
）

臼
蓮
宗
史
（
哲
學
科
講
義
）

○
京
都
帝
國
大
學
國
愛
楽
科
春
期

　
見
學
順
行
記

　　　　　　　画　　　　　こ二　　　二　こ二二

　
國
史
科
春
期
見
墨
髭
行
は
五
月
十
八
、
十
九
爾
日
に
亙
り
岐
阜
、

飛
騨
白
川
郷
方
面
に
行
は
れ
た
。
名
の
み
聞
く
白
川
の
異
風
俗
が

人
々
の
興
味
を
そ
そ
り
、
参
加
者
多
撒
、
特
に
墨
生
よ
り
も
卒
業

座
の
多
い
こ
と
も
今
迄
に
見
ぬ
情
景
で
あ
る
。

　
＋
八
日
　
午
前
六
階
三
十
三
分
、
折
り
か
ら
の
細
雨
の
中
を
西

田
敏
授
藤
講
師
場
下
一
行
三
十
餓
名
は
京
都
騨
を
出
督
し
た
。
同

九
時
四
十
七
分
岐
阜
騨
着
、
岐
阜
高
女
に
勤
め
て
ゐ
ら
れ
る
先
鞭

小
泉
精
一
氏
。
縣
囑
託
の
伊
藤
信
氏
等
に
迎
へ
ら
れ
て
自
動
車
に

分
乗
し
、
先
づ
長
良
川
の
畔
な
る
崇
幅
寺
に
向
つ
た
。
雨
煙
に
け

む
る
金
華
山
を
鍬
名
工
か
東
方
に
見
て
、
緑
も
鮮
か
な
堤
を
下
る

と
，
そ
こ
に
寺
が
あ
る
。
臨
里
並
妙
心
寺
派
紳
護
山
と
い
ひ
、
明

　
　
　
　
　
　
餓
〃
二
十
巻
　

鱈
坦
三
驚
脚
　
　
山
ハ
四
四

癒
二
年
瑞
龍
寺
悟
渓
國
師
の
門
下
，
猫
学
寮
才
（
法
智
普
光
輝
師
）

の
開
山
で
美
濃
國
守
護
、
土
岐
氏
、
字
護
代
齋
藤
氏
の
興
亡
を
纒

て
永
隷
十
年
、
織
田
信
長
が
此
地
に
居
を
定
む
る
や
、
そ
の
菩
提

所
と
し
て
保
護
を
加
へ
ら
れ
た
。
天
正
十
年
六
月
二
尉
本
能
寺
に

残
し
た
後
。
側
室
小
倉
氏
（
な
べ
女
）
が
素
膚
を
信
長
，
信
忠
の
位

牌
所
と
し
た
。
寺
の
扁
隅
に
信
長
父
子
の
廟
あ
り
中
に
窯
牌
を
納

め
、
廟
側
の
小
塚
に
立
て
ら
れ
た
墓
碑
は
高
さ
約
六
尺
、
面
に
は

　
　
　
　
天
正
十
年

　
総
見
院
殿
贈
一
品
大
湘
…
囲
泰
岩
大
居
士
堅
地
懸

　
　
　
　
六
月
二
日

　
　
　
　
　
天
正
十
年
　
　
　
　
　
罫

　
大
雲
院
殿
三
品
朋
林
高
岩
大
津
定
門
獅

　
　
　
　
　
六
月
二
日
　
　
　
　
　
　
イ

と
刻
さ
れ
て
あ
る
。
こ
の
廟
所
を
拝
し
た
後
、
本
堂
に
展
萱
さ
れ

た
古
文
書
、
書
叢
を
み
る
。
｝
世
猫
素
乾
才
、
二
世
仁
山
宗
壽
、
三
世

快
川
紹
喜
、
四
世
粕
堂
景
森
蔵
本
出
代
々
の
頂
相
、
筆
蹟
の
外
に
長

井
隼
人
宛
の
武
田
信
玄
書
歌
，
永
二
十
年
九
月
當
寺
宛
の
織
田
信

長
禁
欄
、
織
田
信
雄
宛
の
信
長
書
歌
、
側
室
お
な
べ
の
書
歌
二
巻

或
ひ
は
信
忠
信
孝
の
悲
歌
あ
り
、
殊
に
隅
切
の
翼
長
筆
蹟
な
る
「
雲

月
花
」
は
右
大
臣
信
名
の
署
長
が
あ
っ
て
「
天
下
講
武
」
の
朱
印
が

認
め
ら
れ
る
興
味
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
其
他
、
非
清
成
佛
総
圖
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二
巻
、
野
阜
矧
職
一
雀
、
吉
文
書
一
巻
、
寺
傳
に
溝
型
大
師
作
と

い
ふ
藤
原
佛
一
躯
な
ど
近
世
初
頭
の
葛
藤
を
物
語
る
黒
々
の
資
料

に
思
は
す
二
時
闘
近
く
を
費
し
、
時
の
遽
き
を
惜
み
つ
』
購
去
，

繁
華
街
の
一
食
堂
に
て
中
食
、
小
憩
の
後
瑞
龍
寺
山
麓
な
る
金
笹

山
瑞
御
寺
に
向
ふ
。

　
瑞
龍
燈
は
重
藤
元
年
齋
藤
妙
椿
の
開
基
に
か
』
る
あ
の
で
あ
る

が
、
寺
詣
屡
々
兵
学
に
か
・
り
頻
度
の
改
築
が
あ
っ
て
現
存
の
も

の
は
一
昨
年
新
築
の
木
の
香
も
高
い
建
物
で
あ
っ
た
。
見
証
目
録

の
う
ち
主
な
る
も
の
を
列
蔵
す
る
と
、

｝
　
瑞
龍
寺
殿
（
土
岐
成
頼
）
影
像
、
絹
本
東
腸
横
芝
の
賛
あ
り
，

　
明
癒
八
年
己
斐
孟
夏
日
と
あ
る
。

一
、
信
長
禁
棚
、
永
藤
十
一
年
八
丹
、
天
下
布
野
の
印
あ
り
。

一
，
信
忠
下
知
歌
、
天
正
八
年
九
月
二
十
八
日
、
瑞
龍
寺
宛

一
、
瑞
龍
駕
古
圖
、
安
・
氷
五
年
十
一
月
宣
下
（
山
襲
に
瑞
龍
燈
寸
功
圏
、

　
慶
長
五
年
二
月
二
十
二
日
、
將
盈
以
下
の
花
押
有
り
）

　
、
瑞
龍
寺
山
総
圖
、
蜜
永
三
年
八
月
二
十
五
臼

　
、
土
岐
氏
系
圖
一
巻
（
新
爲
、
、
奥
書
な
し
）

　
時
間
切
迫
の
爲
、
忽
支
寺
を
帯
し
て
停
車
揚
に
向
ふ
。
途
中
車

　
　
　
　
奨
　
　
　
報

を
と
め
て
圓
徳
寺
織
田
塚
に
古
戦
場
の
跡
を
偲
ん
だ
。
郎
ち
天
文

＋
六
年
九
月
，
信
長
の
伯
父
犬
山
城
主
織
田
信
康
、
齋
藤
道
三
と

此
の
地
に
討
っ
て
敗
れ
信
康
以
下
士
卒
討
死
し
た
。
そ
の
棚
上
に

安
永
五
年
金
龍
上
人
。
か
碑
を
た
て
た
も
の
で
あ
る
。

　
午
後
二
時
三
＋
七
分
破
阜
爽
の
列
車
で
高
琴
線
に
入
り
美
濃
太

田
に
て
越
美
南
線
に
乗
換
へ
　
一
路
美
濃
の
北
境
を
目
指
し
て
進

む
。
今
朝
か
ら
の
雨
も
小
降
に
な
り
、
低
く
垂
れ
㎜
蕾
め
た
雨
雲
も

次
第
に
切
れ
て
ゆ
く
。
北
濃
騨
に
て
下
車
し
こ
、
よ
り
省
画
バ
ス

に
て
六
時
牟
過
ぎ
輝
暮
の
山
道
を
牧
戸
へ
と
幽
乱
し
た
。
蓮
射
手

の
詮
明
す
る
白
城
線
の
景
勝
も
次
第
に
闇
の
黒
き
に
閉
さ
れ
て
指

ざ
す
べ
く
も
塚
い
。
上
保
川
の
水
流
釜
く
る
所
，
蛭
ク
野
の
分

水
嶺
を
越
え
、
新
た
に
北
流
す
る
二
上
に
滑
っ
て
、
下
り
坂
に
な

っ
た
飛
騨
路
へ
と
入
る
。
牧
戸
へ
着
い
た
の
は
八
時
過
ぎ
，
高
鷲

屋
、
寺
安
屋
に
分
宿
し
て
憩
ぎ
當
夜
、
宿
の
女
中
を
頼
ん
で
庄
川

の
民
講
を
聞
き
興
を
添
へ
た
。

　
五
月
＋
九
日
　
五
時
起
床
、
霧
の
様
な
白
雲
は
既
に
彼
方
の
山

腹
に
退
き
仰
ぐ
高
原
の
天
室
は
澄
み
渡
っ
て
み
る
。
午
葡
六
時
、

一
行
三
十
二
名
が
タ
ク
シ
ー
軌
範
に
分
乗
し
て
牧
戸
を
立
つ
。
下

　
　
　
　
　
　
第
二
十
巻
　
第
三
魏
　
　
六
四
五

（191）



　
　
　
　
藁
　
　
　
報

瀧
に
か
エ
る
と
道
路
に
面
し
て
急
向
尉
の
藁
葺
屋
根
を
も
つ
合
掌

造
り
の
民
家
が
見
え
出
し
て
く
る
。
こ
の
部
落
で
は
若
山
作
右
衛

門
氏
宅
が
代
表
的
の
も
の
だ
と
い
ふ
。
行
乎
の
封
庫
に
は
梢
ヒ
開

い
た
土
地
が
見
え
撒
戸
の
合
掌
造
り
を
望
見
し
て
村
落
の
形
を
示

し
て
み
る
。
岩
瀬
郷
と
い
ふ
。
人
家
か
ら
少
し
離
れ
た
所
に
鎭
守

の
趾
が
あ
り
、
原
始
的
な
鳥
贋
の
あ
る
の
が
唯
一
の
標
識
で
簡
素

な
可
動
は
一
見
紳
威
の
衰
退
に
且
つ
く
の
で
あ
る
が
そ
の
反
衝
眞

宗
の
こ
の
地
に
張
い
勢
力
を
も
つ
事
を
も
思
ひ
併
せ
て
心
惹
か
れ

た
。
騙
島
ま
で
車
を
す
Σ
め
て
く
る
と
昨
日
の
雨
で
土
砂
崩
壊
し

交
鎚
遮
断
の
有
様
に
止
む
な
く
徒
歩
と
な
り
、
人
夫
の
復
蕎
工
事

に
急
ぐ
間
を
も
黛
り
ぬ
け
て
御
母
衣
へ
と
急
ぎ
，
　
一
同
御
母
衣
の

耐
過
山
山
家
へ
著
き
揃
っ
た
の
。
か
八
時
口
荒
後
、
案
内
◇
ぜ
乞
、
り
て
｝
同
家
“
蟹

見
書
す
る
。
家
の
往
來
に
面
し
た
上
手
の
錦
繍
は
八
盤
の
半
間
で

あ
る
ゆ
板
敷
に
莫
蕗
を
敷
く
に
す
ぎ
な
い
が
蜜
の
隅
に
は
小
さ
な

衝
立
襟
の
も
の
に
留
針
の
珠
撒
が
掛
け
ら
れ
て
あ
り
細
長
い
板
間

を
へ
だ
て
・
佛
壇
が
あ
る
。
劇
壇
は
間
口
約
二
間
あ
り
、
内
部
の

善
美
を
撮
し
た
る
こ
と
、
お
よ
そ
日
常
生
活
と
は
か
け
は
な
れ
た

も
の
が
あ
っ
た
。
こ
の
室
の
奥
は
襖
を
へ
だ
て
、
床
の
間
の
あ
る

　
　
　
　
　
　
第
二
十
・
谷
　
　
第
一
二
號
　
　
　
六
四
六

客
室
に
な
っ
て
を
り
、
下
手
に
隣
接
し
て
は
農
霊
が
つ
ら
な
り
、

床
は
板
張
り
で
疲
床
の
あ
る
所
の
み
蕪
座
が
し
い
て
あ
る
。
之
に

隣
っ
て
は
五
尺
四
方
位
な
大
き
さ
の
燃
を
設
け
た
一
家
劇
毒
の
間

が
あ
り
、
天
井
か
ら
は
燃
上
に
大
き
な
釣
あ
ま
が
ぶ
ら
さ
げ
ら
れ

而
も
そ
れ
が
煤
の
爲
コ
ル
タ
ー
ル
を
ぬ
っ
た
様
に
黒
光
り
し
て
異
「

様
な
る
光
景
で
あ
る
。
室
の
一
隅
か
茶
の
間
の
如
く
し
つ
ら
へ
ら

れ
小
形
の
ク
ド
に
九
十
年
來
使
用
し
て
み
る
と
い
ふ
水
瀬
が
二
つ

か
・
つ
て
み
る
。
天
井
は
梁
の
間
に
細
い
丸
木
を
多
微
縄
で
編
ん

だ
電
脳
様
の
も
の
を
渡
し
て
あ
る
に
す
ぎ
す
、
た
め
に
階
上
を
透

し
て
み
る
事
が
出
來
る
。
こ
の
室
の
下
手
が
即
ち
廊
下
と
な
り
細

い
と
ほ
り
庭
を
へ
だ
て
、
馬
屋
が
あ
り
，
又
廊
下
よ
り
梯
に
て
階

上
に
通
じ
四
階
ま
で
毒
し
得
る
。
餐
階
殆
ど
前
蓮
の
如
く
無
鍬
の

細
丸
木
を
縄
で
編
ん
だ
床
で
冬
期
馬
の
飼
料
に
馬
草
を
貯
引
す
る

と
い
ふ
。
四
階
に
は
合
掌
十
二
組
あ
の
之
を
筋
違
四
本
に
て
補
強

工
作
を
ほ
ど
こ
し
長
い
棋
を
以
て
双
方
か
ら
の
合
掌
を
支
へ
て
る

る
が
，
斯
か
る
補
強
策
は
こ
の
家
の
み
の
特
長
だ
と
い
ふ
事
で
あ

る
。
家
の
出
入
口
の
横
手
に
は
長
い
厚
い
栗
の
板
を
左
右
爾
端
の

穴
に
緒
を
通
し
て
軒
先
か
ら
釣
っ
て
あ
る
．
．
食
事
の
際
に
は
之
を
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九
開
い
て
山
野
で
働
く
家
族
に
合
圖
を
す
る
の
だ
と
聞
い
て
は
、

古
の
入
呼
び
丘
の
事
も
思
ひ
猷
さ
れ
た
。
炊
事
場
は
家
の
左
手
後

方
に
別
に
突
出
し
て
作
ら
れ
山
か
ら
く
ろ
流
を
導
き
馴
れ
た
廣
い

土
間
で
あ
る
。
こ
の
家
の
後
方
少
し
離
れ
て
水
洋
小
屋
が
あ
り
娠

燈
の
構
遣
ケ
見
る
こ
と
が
嵐
來
た
。
細
長
い
杵
の
様
な
角
材
の
一

端
に
近
く
割
ら
れ
九
凹
み
が
あ
り
、
そ
こ
へ
水
が
満
ち
て
重
く
な

る
侮
に
下
垂
し
、
爲
に
水
を
覆
す
と
原
位
置
に
戻
る
時
，
他
端
で

鼠
を
つ
く
仕
組
み
で
あ
る
。
小
屋
の
中
に
あ
っ
た
雁
が
叉
面
U
く

藁
で
編
ん
だ
ス
リ
ツ
バ
様
の
も
の
に
夏
に
鼻
緒
が
つ
け
て
あ
り
，

彼
の
足
牟
（
ア
シ
ナ
カ
）
と
辮
せ
ら
れ
る
雁
物
の
こ
と
も
髪
結
さ
せ

ら
れ
た
。
大
艦
記
憶
を
終
っ
た
後
正
午
ま
で
の
時
間
を
も
つ
て
有

志
の
人
々
は
更
に
北
の
李
瀬
部
落
の
見
學
に
餌
か
け
た
。
途
中
封

康
の
山
裾
に
三
軒
な
ら
ぶ
長
瀬
は
村
落
形
成
の
原
型
を
示
す
も
の

と
思
は
れ
て
興
味
深
く
観
察
し
た
　
恰
も
日
曜
㌃
、
李
瀬
附
近
は
村

の
人
出
多
く
裁
着
（
タ
ツ
ケ
）
姿
も
撒
多
く
見
ら
れ
た
。

　
十
二
時
前
遽
山
家
に
て
中
食
を
と
り
、
見
塵
・
に
倫
心
残
り
多
き

こ
と
を
想
ひ
つ
Σ
午
後
一
時
御
母
衣
を
離
れ
た
、

　
多
少
時
間
に
絵
裕
を
生
じ
た
爲
途
中
中
野
の
昭
蓮
寺
へ
立
ち
よ

　
　
　
　
藁
　
　
　
賜

り
鐘
櫻
の
鐘
を
見
擁
す
る
。
飛
州
安
紀
寺
の
刻
銘
及
建
武
元
年
三

月
十
二
日
の
陽
蟻
壁
が
護
ま
れ
、
陰
欝
二
種
の
銘
に
つ
き
周
題
を

含
む
と
思
は
れ
る
が
、
全
艦
の
形
、
撞
座
の
蓮
等
等
よ
り
し
て
鎌
倉

末
の
も
の
な
る
事
は
疑
ひ
な
い
も
の
で
あ
る
，
か
く
て
牧
戸
へ
つ

い
た
の
が
二
時
頃
、
小
憩
の
後
連
螢
バ
ス
に
て
蹄
途
に
つ
く
。
猿

飛
び
の
勝
景
と
共
に
紅
葉
の
頃
は
叉
聖
地
の
眺
め
あ
る
と
い
ふ
瀧

ケ
野
を
魁
ぎ
，
次
第
に
つ
ま
先
上
の
に
な
る
と
分
水
嶺
を
な
す
蛭

ク
野
高
原
に
蓬
す
る
。
海
抜
約
八
百
米
、
面
積
三
百
五
十
歩
に
及

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ホ
ナ

ぶ
高
原
だ
と
云
は
れ
る
。
そ
こ
に
下
車
し
て
鉋
を
用
ひ
す
手
斧
の

み
で
作
れ
る
家
屋
を
見
少
し
進
ん
で
野
趣
ノ
洞
口
附
近
に
車
を
降

り
断
康
に
か
・
る
駒
ク
瀧
（
大
瀧
）
の
勝
景
を
訪
ね
、
一
路
肺
途
を

急
ぎ
午
後
四
時
頃
北
濃
騨
に
到
り
，
岡
二
十
七
分
北
怨
讐
登
七
時

五
十
八
分
岐
鼠
・
騨
着
、
嗣
八
時
二
十
五
分
同
忍
泣
、
岡
十
一
酵
三

十
六
分
一
同
京
都
に
勝
着
し
、
詮
な
く
こ
の
乱
獲
を
終
っ
た
。
一

同
蕨
行
の
敗
獲
多
き
を
喜
ぶ
と
共
に
、
庖
厨
小
泉
氏
の
御
配
慮
に

志
し
深
謝
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
非
、
葡
橋
、
村
塾
）

第
二
十
雀
　
　
第
雲
一
號
　
　
　
山
畑
m
四
凹
し
て
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縣
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縮
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岡
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